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１ 合格者数等

( ) 合格者数 １，００９人1
（参考）
・ 出願者数 ２，１３７人

２，１２５人・ 受験予定者（出願者中，法科大学院を修了した者）の数
・ 受験者数 ２，０９１人（途中欠席４人）

男性 １，５５２人（途中欠席３人）
女性 ５３９人（途中欠席１人）

１，６８４人・ 短答式試験の合格に必要な成績を得た者の数

( ) 合格判定2
論文式試験の各科目において，素点の２５％点（公法系科目・刑事系科目は５０点，民事
系科目は７５点，選択科目は２５点）以上の成績を得た者のうち，短答式試験の得点と論文
式試験の得点による総合評価の総合点９１５点以上の１，００９人を合格者とする（平成１
８年９月２０日司法試験委員会決定）

( ) 合格者の選択科目別人員・割合3

倒産法 ２３７人（２３．５％）
租税法 ５５人（ ５．４％）
経済法 １０９人（１０．８％）
知的財産法 １５９人（１５．８％）
労働法 ３３１人（３２．８％）
環境法 ４６人（ ４．６％）
国際関係法（公法系） １８人（ １．８％）
国際関係法（私法系） ５４人（ ５．３％）

( ) 総合評価対象者 １，６７２人4
※ 短答式試験の合格に必要な成績を得た１，６８４人のうち，１２人は，最低ライン点に達
しない科目があるため，総合評価の対象外

( ) 総合点5
・ 最高点 １４５３．３７点
・ 最低点 ５９３．６２点
・ 平均点 ９５１．４６点

( ) 合格者の年齢別構成6
・ 平均年齢 ２８．８７歳
・ 最高年齢 ５８歳
・ 最低年齢 ２３歳

( ) 合格者の性別構成7
・ 男性 ７８１人（７７．４０％）
・ 女性 ２２８人（２２．６０％）



( ) 合格者の司法試験受験回数8
・ １回目 ７４８人
・ ２回目 ２４７人
・ ３回目 １４人
※ 対象となる司法試験は，平成１６年度旧司法試験，平成１７年度旧司法試験及び平成１８
年新司法試験である。

２ 論文式試験結果
( ) 論文式試験採点対象者 １，６８４人1

※ 短答式試験の各科目において，満点の４０％点（公法系科目４０点，民事系科目６０点，
刑事系科目４０点）以上の成績を得た者のうち，各科目の合計得点が２１０点以上の成績
を得たもの（平成１８年６月１２日司法試験委員会決定）

( ) 得点2
・ 最高点 ６７２．７８点
・ 最低点 １８３．１８点
・ 平均点 ４０４．０６点

( ) 科目別得点等3

最低ライン試 験 科 目 最 高 点 最 低 点 点未満(人)

公 法 系 科 目 １６９．０２ ３７．１０ １

民 事 系 科 目 ２７５．７５ ３１．２８ ５

刑 事 系 科 目 １８５．０１ ３４．３５ １

倒 産 法 ７９．３６ １５．７９ ３

租 税 法 ７１．３８ １９．８７ １

経 済 法 ７９．２５ １９．８６
選択科目

知 的 財 産 法 ８４．６１ １８．２９ ２

労 働 法 ８４．７３ １７．９７

環 境 法 ６９．６４ ２７．３９

国際関係法(公法系) ６８．２１ ２９．４５

国際関係法(私法系) ７０．６８ １６．２６

最低ライン点未満実人員 １２

３ 参考資料
・ 平成１８年新司法試験総合点別人員調（総合評価）
・ 平成１８年新司法試験論文式試験得点別人員調（合計得点）
・ 平成１８年新司法試験論文式試験得点別人員調（公法系科目）
・ 平成１８年新司法試験論文式試験得点別人員調（民事系科目）
・ 平成１８年新司法試験論文式試験得点別人員調（刑事系科目）
・ 平成１８年新司法試験論文式試験得点別人員調（選択科目）


